
　　クロゼット折れ戸
クロゼット引き違い折れ戸

取扱説明書
このたびは、弊社製品をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。

施工される方へ　　本説明書は施工後、必ずお客様へお渡しください。
お　客　様　へ　　ご使用前に必ずお読みのうえ、正しくご使用ください。
　　　　　　　　　また、お読みになられたあと、大切に保管してください。

ケガや事故防止のために、以下のことを必ずお守りください。安全にお使いいただくために

扉を乱暴に扱わない
開閉は取っ手を持ち静かに
乱暴に扱いますと、扉の破損や脱落
によるケガの恐れがあります。
特に小さなお子様には充分ご注意
ください。

熱源を近づけない

■お守りいただく内容の種類を次の図記号で区分し、説明します。

■表示内容を無視して誤った工事・使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、
  説明します。

この表示の欄は「取り扱いを誤った場合、使用者が傷害を負うことが想定されるか、または
物的損害の発生が想定される危害・損害の程度」をいう。

この図記号は、製品の取り扱いにおいて、その行為を禁止するものです。

扉や可動部のすき間に指などを入れない

指を挟んでケガをする恐れがあります。
特に小さなお子様には充分ご注意ください。

開閉時には人がいないことを確認する

扉を開ける際は、周囲に人が
いないか、扉の開閉軌跡上に
ものがないか確認のうえ操作
してください。

扉や取っ手にぶらさがらない
ものを引っかけない

扉の脱落、取っ手脱落による転倒など
ケガをする恐れがあります。
特に小さなお子様には充分ご注意
ください。

不具合箇所は無理に直さない

使用中に異常が感じられたり不具合が
生じた場合、無理に直そうとしますと、
落下・破損・ケガの恐れがあり危険です。
施工業者様までご連絡または
ご相談ください。

注意

暖房器具などから発生する熱風、
熱気が直接当たらないように
してください。
扉の反り、変色、火災などの
原因になります。

禁止

禁止

禁止

禁止



安全にお使いいただくために ケガや事故防止のために、以下のことを必ずお守りください。 

熱源を近づけない 
ストーブやヒーターなどの暖房機器、 

熱価の高い電灯などを製品に近づけ 

すぎますと、変形・変色・火災発生の 

恐れがあり危険です。 

化粧品・洗剤・薬品などを付着させない 
そのまま長時間放置すると 

変形や変色の恐れがあります。 

禁 止 

禁 止 

シールやテープ類を貼らない 
粘着剤で表面が傷む恐れがあります。 

また、はがした後、汚れが残る恐れが 

ありますので貼らないでください。 

注 意 

汚れたまま、ぬれたままにしない 
油・調味料など食品の汚れは、サビや 

腐食、カビの原因となります。また、 

木部が水を含み傷む恐れがありますので、 

しっかりと拭き取ってください。 

注 意 

お手入れは乾いたやわらかい布で乾拭きを 
日常のお手入れは乾いたやわらかい布または
化学雑巾で乾拭きしてください。 

ひどい汚れまたは落ちにくい汚れは中性洗剤を
薄めて固く絞った雑巾で拭き取ってください。 
汚れがひどい場合でも酸性・アルカリ性の洗剤、
溶剤(シンナー・ベンジン)など絶対に使用しないでください。 
※化学雑巾のご使用にあたっては、
必ず使用用途をご確認ください。 

お願い 

パイプに余計な力をかけない
パイプを引っ張る・押す・叩く・吊るす等、衝撃を
加え過ぎますと、変形・変色・断裂する恐れがあります。

注 意 

お願い 

直射日光に長時間さらさないでください 
変形・変色・ヒビ割れなどの原因になります。 

カーテンやブラインド等で極力直射日光を避けてください。 
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http://www.eidai.com

お客様相談センター

0120-685-110
受付時間 9:00～19:00 9:00～18:00

日曜日、祝日、年末年始

E-mail : cs@eidai-sangyo.co.jp

休業日

土曜日平日内装システム事業部

■開き扉や引き出しが誤って外れてしまったら・・・ 

開き扉が誤って外れてしまったら、図の要領で取り付けるか施工業者様までご相談ください。 

扉の蝶番を開いた状態で 
結合させてください。 

①マウントの先端部に蝶番裏側の 
　凹部を引っ掛けてください。 

②パチンと音がするまで確実に 
　押し込んでください。 

左右のスライドレールがきっちり
かみ合っているか確認してください。

お願い 

＜引き出しの開閉について＞ 
引き出しの開閉は、
扉の中央部から下部を押して行ってください。
扉の中央部から下部を押さないと、
引き出しが開かない場合があります。

引き出し扉
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レール同士を合わせながら、引き出しをゆっくり 
差し込んで取り付けてください。 

引き出しが誤って外れてしまったら、図の要領で取り付けるか施工業者様までご相談ください。 

引き出しを押し入れる際、途中から固くなりますが、
少しずつ最後まで押し込んでください。

強 制 

扉が確実に固定されたことを確認してください 
固定されていないと扉が落下してケガをする恐れがあります。 

引き出しが開かない場合は施工業者様までご相談ください。

スライドレール

引き出し

方立側 プッシュラッチ

お願い 

各扉の調整は、必ず手回しドライバーを
使用してください。
電動式ドライバーで強く締めすぎると、
部品が破損する恐れがあります。

■フラップ扉の調整 
①扉に傾きが生じたら、
　図の要領で蝶番を調整してください。 

Ａ：前後調整ビス

前 3.0mm
後 1.0mm 

Ｂ：左右調整ビス

左 2.0mm
右 2.0mm 

上 2.0mm
下 2.0mm 

Ｃ：上下調整ビス

②蝶番調整後、扉を開けた時にアームがまっすぐでなければ、
　まっすぐになるようステーを調整してください。 

ステー本体

アーム角度調整ビス

アームがまっすぐになるよう
伸びきった状態にする。

お手入れは乾いたやわらかい布で
乾拭きを
日常のお手入れは乾いたやわらかい布または化学雑巾で
乾拭きしてください。ひどい汚れまたは落ちにくい汚れは
中性洗剤を薄めて固く絞った雑巾で拭き取ってください。
汚れがひどい場合でも酸性・アルカリ性の洗剤、
溶剤(シンナー・ベンジン)などは絶対に
使用しないでください。
※化学雑巾のご使用にあたっては、
  必ず使用用途をご確認ください。

ストッパーによって、扉を簡易的に固定状態にしたり、フリー状態にすることができます。
用途に応じて設定を使い分けることが可能です。
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お手入れの際には次の事項に注意してください。きれいにお使いいただくために

シールやテープ類を貼らない
接着剤で表面が傷む恐れがあります。また、はがした後に
汚れが残る恐れがありますので貼らないでください。

ゴミがたまらないよう
レールの溝はこまめにお掃除を
レールの溝にゴミやペットの毛などがたまりますと、
扉の滑らかな走行の妨げとなり、故障の原因となります。
掃除機などでこまめに掃除してください。

直射日光に長時間さらさない
扉の反り・変色・ヒビ割れなどの原因となります。
カーテンやブラインド等で極力直射日光を避けてください。

みがき粉

■扉吊り元のフリー・固定切り替えについて　 ※四方枠・三方枠(下レールあり)のみ

●吊り元をフリーにする場合
   扉の端と取っ手を持って、矢印の方向に
　 引っぱってください。

●吊り元を固定にする場合
   扉の端と取っ手を持って、カチッと音がするまで
　 矢印の方向に押してください。

■ファインモーション機構部の取り扱いについて　 ※ファインモーション付きの場合のみ

扉を故意に強く閉めない
ファインモーション機構の作動に支障をきたす恐れがあります。

ファインモーション機構部に
オイルやグリスを塗らない
ファインモーション機構の作動に支障をきたす恐れがあります。
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